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仮払金の運用を行うための事前設定をします。

操作方法
管理者画面

1仮払金の繰越の許可設定

仕訳設定にて、仮払金の繰越の許可設定をします。

1．左側のメニューの［経費申請］をクリックします。

2．経理側設定から［仕訳設定］をクリックします。

3．繰越を許可する場合、以下項目を設定し右上の［更新］をクリックします。
・仕訳設定の仮払金の繰越を「許可する」に設定
・仮払科目設定にて仮払科目（勘定科目・補助科目・税区分・負担部署）を設定

#1.%E4%BB%AE%E6%89%95%E9%87%91%E3%81%AE%E7%B9%B0%E8%B6%8A%E3%81%AE%E8%A8%B1%E5%8F%AF%E8%A8%AD%E5%AE%9A
#2.%E6%94%AF%E6%89%95%E6%96%B9%E6%B3%95%E8%A8%AD%E5%AE%9A
#3.%E6%A7%98%E5%BC%8F%E8%A8%AD%E5%AE%9A


2支払方法設定

支払方法設定にて、仮払金を追加します。

1．左側のメニューの［経費申請］をクリックします。

2．申請時設定設定から［支払方法設定］をクリックします。

3．［追加］をクリックします。

4．仮払金区分の「はい」を選択した支払方法を作成します。
支払方法の登録方法

https://help.dstmp.com/help/submissionset-n6/


3様式設定

申請書に印字したい場合、以下項目のプレースホルダ名を様式ファイルに追加してください。
仮払金の運用が可能な伝票は、出張費（事前申請-精算）・経費（事前申請-精算）・交際費
（事前申請-精算）です。
様式設定の方法

様式への追加例
▼繰越を許可する運用の場合

https://help.dstmp.com/help/expenselistset-n1/


▼繰越を許可しない運用の場合
返金区分、返金方法は指定必要ありません。

【関連リンク】
▼利用者向け



・仮払金の運用の流れ

https://help.dstmp.com/help/advance-payment-n2/

